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序文 

 

 日本国政府は、南アフリカ共和国政府の要請に基づき、同国のクワズール・ナタール州医療施設向上計画

にかかる基本設計調査を行うことを決定し、国際協力事業団がこの調査を実施いたしました。 

 当事業団は、平成 13年 4月 1日から 5月 3日まで基本設計調査団を現地に派遣しました。 

調査団は南アフリカ政府関係者と協議を行うとともに、計画対象地域における現地調査を実施しました。帰

国後の国内作業の後、平成13年7月29日から8月19日まで実施された基本設計概要書案の現地説明を経て、

ここに本報告書完成の運びとなりました。 

 この報告書が、本計画の推進に寄与するとともに、両国の友好親善の一層の発展に役立つことを願うもの

です。 

 終りに、調査にご協力とご支援をいただいた関係各位に対し、心より感謝申し上げます。 
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 今般、南アフリカ共和国におけるクワズール・ナタール州医療施設向上計画基本設計調査が終了いたしま

したので、ここに最終報告書を提出いたします。 

 本調査は、貴事業団との契約に基づき弊社が、平成 13年 3月より平成 13年 10 月までの 8ヶ月にわたり実

施いたしてまいりました。今回の調査に際しましては、南アフリカ国の現状を十分に踏まえ、本計画の妥当

性を検証するとともに、日本の無償資金協力の枠組みに最も適した計画の策定に努めてまいりました。 

 つきましては、本計画の推進に向けて、本報告書が活用されることを切望いたします。 
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南アフリカ共和国はアフリカンと呼ばれる黒人が全人口の 78%を占める。このアフリカンの多く

は、長期にわたる人種間隔離政策（アパルトヘイト）の影響により、未就業者率 42.5%と白人の 10

倍を超えるなど、その多くが貧困層といわれている。1994 年に成立したマンデラ政権は、かかる

人種間格差の是正を中心とした国家計画である「経済再建復興計画」を策定し実施してきた。その

後、マンデラ政権を引継いだムベキ政権も、人種間格差の是正に努力している。 

南アフリカ共和国の保健医療セクターにおいては、医療サービスの質向上に重点をおいた「保

健・医療部門戦略フレームワーク」が 2000 年～2004 年の 5ヶ年にわたる国家保健政策として 1999

年に策定された。また、クワズール･ナタール州保健省は上記国家保健政策を受け、「最上の医療環

境を州内のすべての住民に提供する。」という理念のもと、「5ヶ年戦略計画（2000 年～2004 年）」

を実施中であり、医療の質的向上、プライマリーヘルスケアーと密着した地域医療システムの策定、

り患率と死亡率の低下、病院サービスの回復といった医療サービスの課題と共に、人材の開発や運

営の向上を含めた組織の課題に取り組み、医療サービスにおける地域間格差の改善を目標としてい

る。 

アングロ・ボーア戦争およびアングロ・ズール戦争の激戦地でもあったクワズール･ナタール州

には、ズール族を定められた地域に住まわせた旧ホームランドが多くあり、南アフリカ共和国の中

でも人種間・地域間格差が大きい州である。その結果、社会･保健指標においてもクワズール･ナタ

ール州は全国平均を下回っている（出生 1000 人当たり乳児死亡率 52.1/全国平均 45.4 人、妊産婦

HIV 感染率 32.5/22.8%、人口増加率 2.8/2.4%、未就業率 25.9/23.3%）。また、クワズール･ナター

ル州では、都市部の白人を対象にした医療サービスが先進国レベルに達している一方で、旧ホーム

ランドの住民への医療サービスは依然として不十分であり、人種間隔離政策廃止後も都市部と旧ホ

ームランド地域の医療サービス格差が大きいままである。 

本プロジェクトの対象地域となる DC28 地区はクワズール･ナタール州内の中でも多くの旧ホー

ムランドを抱え、医療サービスが著しく劣っている地区である。特に、クリニックにおける産科お

よび公衆衛生サービスは劣悪である。また、現在、DC28 地区では白人専用、黒人専用と分けられ

ていた地方病院、地区病院の診療部門を統合すべく施設改修に着手しているが、機材更新の遅れ等

が要因となり、二次医療サービスも十分に機能していない状況にある。 
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かかる状況から、南アフリカ共和国中央保健省は、クワズール･ナタール州の医療サービスの地

域間格差を改善するため、州内で医療サービスが著しく劣る DC28 地区における、医療サービスを

改善させるために、同地区の医療関連施設への機材供与と施設建設等について無償資金協力を要請

した。この要請に対し、日本政府は基本設計調査を実施し、「機材供与と施設建設等を通じ、DC28

地区における産科および公衆衛生を基盤とした一次医療サービスを改善することと、地方病院およ

び地区病院への機材供与による二次医療サービスの向上を通じて、DC28 地区の医療サービスの改

善に寄与する」ことを目的とする日本側の協力対象事業を策定した。 

本協力対象事業においては DC28 地区全体の医療サービスを改善するため、上位医療施設から下

位医療施設まで幅広く対象とする。当初、機材要請のあった施設は２地方病院、５地区病院、44

クリニックであったが、セントメリー･クワマグワザ教会病院が 2000 年 11 月に KZN州立の地区病

院に改編されたことから、これを協力対象に含めた。また、保健教育普及活動、機材維持管理活動

に必要となる機材と同活動に対するコンサルタントによる技術協力の追加要請が出されたことか

ら、これらの活動を実施している地区保健部も対象とした。施設建設要請のあったンセレニ地域の

コミュニティヘルスセンターについても一次医療サービス拡充の観点から協力対象とした。本協力

対象事業の対象施設を下表にまとめる。 

 
対象施設 (計54施設) 

活動内容 施設名 
地方病院 
(2施設) ングウェレザナ地方病院、エンパンゲニ地方病院 

二次医療 
地区病院 
(6施設) 

エショウェ地区病院、ンカンドラ地区病院 
キャサリンブース地区病院、エコンベ地区病院、ムボンゴルワネ地区病院、セン
トメリーク･ワマグワザ地区病院 

ｺﾐｭﾆﾃｨ 
ﾍﾙｽｾﾝﾀ  ー
(1施設) 

新設ンセレニコミュニティヘルスセンター 

一次医療 
ｸﾘﾆｯｸ 
(44施設) 

マブクィニ、マルンガ、マンヤネ、ムフォンゴシ、ムトゥングウィニ、クスル、
キング･ディヌズル、ンクワリニ、マトゥンゲラ、ングドゥウィニ、ントゥメニ、
オスングルウェニ、サムング、ンクサマララ、チュウェジ、エシブデニ、エワン
グ、ハラムブ、マンダバ、ンダバニンギ、ノンガムラネ、タレネニ、ヴゥマンハ
ムヴゥ、エンシングウェニ、ムヴゥツシニ、カンディサ、ングウェレザナ、ント
ゥゼ、パパマニ、トコザニ、ルワムバ、ノムポンジワナ、ンタムバナナ、ンドゥ
ラングボ、クワヤングェ、ンドゥンドゥル、エクプムレニ、ドンドタ、ソクル、
クワムボナムビ(ムボナンビ)、クワムボナムビ(サッピ)、ンラバネ、チンチ、オシ
ルワネ 

医療統括･保守管理 (1施設) 地区保健部 
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・機材計画 

機材計画においては、現有機材の更新に重点をおき、DC28 地区の疾病構造を踏まえ、各施設の

機能レベル、活動内容に合致した計画とする。 

施設毎主要機材内容 
施設 主要機材 

手術部 
麻酔器/人工呼吸器付、麻酔器/人工呼吸器-換気量計測機能付、血液ｶﾞｽﾓﾆﾀ /ーｶｾｯ
ﾄ型、X線装置C ｱｰﾑ型、多項目測定ﾓﾆﾀｰ、除細動器/ﾓﾆﾀｰ･ﾚｺｰﾀﾞｰ付、腹腔鏡TV
ｼｽﾃﾑ 

集中治療 心電計/ﾏﾙﾁﾁｬﾝﾈﾙ、血液ｶﾞｽ分析装置、多項目測定ﾓﾆﾀｰ、多項目測定ﾓﾆﾀ /ー新生児
用、搬送用保育器 

救急部 多項目測定ﾓﾆﾀｰ、X 線装置/移動式、除細動器/心臓ﾍﾟｰｼﾝｸﾞ機能付、超音波診断
装置/白黒ﾓﾆﾀ  ー

眼科 白内障手術装置、眼圧計、眼底ｶﾒﾗ 

ﾝｸﾞｳｪﾚｻﾞﾅ 
地方病院 

放射線 超音波診断装置/ｶﾗｰﾄﾞｯﾌﾟﾗｰ付、自動式X線ﾌｨﾙﾑ現像機/卓上型 

手術部 手術台、麻酔器/人工呼吸器-換気量計測機能付、多項目測定ﾓﾆﾀｰ、血液ｶﾞｽﾓﾆﾀ /ー
ｶｾｯﾄ型、子宮鏡 

集中治療 心電計/ﾏﾙﾁﾁｬﾝﾈﾙ、多項目測定ﾓﾆﾀｰ 
産科 超音波診断装置/白黒ﾓﾆﾀｰ、ｲﾝﾌｧﾝﾄｳｫｰﾏ  ー

ｴﾝﾊﾟﾝｹﾞﾆ 
地方病院 

放射線 X線装置/一般撮影、超音波診断装置/ｶﾗｰﾄﾞｯﾌﾟﾗｰ付 
手術部 麻酔器/人工呼吸器付、血液ｶﾞｽﾓﾆﾀ /ーｶｾｯﾄ型、除細動器/ﾓﾆﾀｰ･ﾚｺｰﾀﾞｰ付、腹腔鏡 
新生児 多項目測定ﾓﾆﾀｰ/新生児用、ｲﾝﾌｧﾝﾄｳｫｰﾏ  ー
産科 超音波診断装置/白黒ﾓﾆﾀ  ー
集中治療 多項目測定ﾓﾆﾀｰ 

ｴｼｮｳｪ 
地区病院 

放射線 X線装置、一般撮影 

手術部 手術台、麻酔器/人口呼吸器付、血液ｶﾞｽﾓﾆﾀ /ーｶｾｯﾄ型、除細動器/ﾓﾆﾀｰ･ﾚｺｰﾀﾞｰ付、
多項目測定ﾓﾆﾀｰ 

救急部 多項目測定ﾓﾆﾀｰ 
新生児 多項目測定ﾓﾆﾀｰ/新生児用 
産科 超音波診断装置/白黒ﾓﾆﾀｰ、ｲﾝﾌｧﾝﾄｳｫｰﾏ  ー
集中治療 多項目測定ﾓﾆﾀｰ 

ﾝｶﾝﾄﾞﾗ 
地区病院 

放射線 X線装置/移動式、X線装置/一般撮影 
手術部 除細動器/ﾓﾆﾀｰ･ﾚｺｰﾀﾞｰ付、血液ｶﾞｽﾓﾆﾀ /ーｶｾｯﾄ型、多項目測定ﾓﾆﾀｰ 
救急部 多項目測定ﾓﾆﾀｰ 
集中治療 多項目測定ﾓﾆﾀｰ 

ｷｬｻﾘﾝﾌﾞｰｽ 
地区病院 

産科 超音波診断装置/白黒ﾓﾆﾀｰ、ｲﾝﾌｧﾝﾄｳｫｰﾏ  ー
手術部 手術台、血液ｶﾞｽﾓﾆﾀ /ーｶｾｯﾄ型、多項目測定ﾓﾆﾀｰ、除細動器/ﾓﾆﾀｰ･ﾚｺｰﾀﾞｰ付 
新生児 多項目測定ﾓﾆﾀｰ/新生児用、ｲﾝﾌｧﾝﾄｳｫｰﾏ  ー
産科 超音波診断装置/白黒ﾓﾆﾀ  ー
集中治療 多項目測定ﾓﾆﾀｰ 

ｴｺﾝﾍ  ゙
地区病院 

放射線 X線装置/移動式 
手術部 手術台、血液ｶﾞｽﾓﾆﾀ /ーｶｾｯﾄ型、多項目測定ﾓﾆﾀｰ、除細動器/ﾓﾆﾀｰ･ﾚｺｰﾀﾞｰ付 
救急部 多項目測定ﾓﾆﾀｰ 
新生児 多項目測定ﾓﾆﾀｰ/新生児用、ｲﾝﾌｧﾝﾄｳｫｰﾏ  ー
産科 超音波診断装置/白黒ﾓﾆﾀ  ー
集中治療 多項目測定ﾓﾆﾀｰ 

ﾑﾎﾞﾝｺﾞﾙﾜﾈ 
地区病院 

放射線 X線装置、移動式 
産科 ｲﾝﾌｧﾝﾄｳｫｰﾏ  ー
新生児 多項目測定ﾓﾆﾀｰ/新生児用 
集中治療 多項目測定ﾓﾆﾀｰ 
手術部 多項目測定ﾓﾆﾀｰ、除細動器/ﾓﾆﾀｰ･ﾚｺｰﾀﾞｰ付、血液ｶﾞｽﾓﾆﾀ /ーｶｾｯﾄ型 

ｾﾝﾄﾒﾘｰ･ｸﾜﾏｸﾞﾜｻ  ゙
地区病院 

放射線 超音波診断装置/白黒ﾓﾆﾀｰ、X線装置/一般撮影 
ｸﾘﾆｯｸ 産科 ｲﾝﾌｧﾝﾄｳｫｰﾏ  ー
地区保健部 保健教育 保健教育普及活動機材、健康増進活動用車輌 

ンセレニCHC 心電計/ﾏﾙﾁﾁｬﾝﾈﾙ、ｲﾝﾌｧﾝﾄｳｫｰﾏｰ、多項目測定ﾓﾆﾀｰ、搬送用保育器、超音波診断
装置/白黒ﾓﾆﾀｰ、X線装置/一般撮影、歯科ﾕﾆｯﾄ、自動X線ﾌｨﾙﾑ現像機/卓上型 
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・施設建設 

施設計画にあたっては、無駄のない適正な規模設定を行い、建設工事費および維持管理費の低減

を図った計画とする。 

施設規模・内容 
施設名 コミュニティヘルスセンター 
敷地面積 4,150㎡ 
延べ床面積 1,441㎡  
構造規模 鉄筋コンクリート造 １階 

主要部門 

保健･医療サービス部門： 
受付･待合、救急外来、歯科診療、検査、画像診断、母子保健･産科、一般
外来、ﾘﾊﾋ゙ ﾘﾃー ｼｮﾝ、一般病棟（48時間まで短期滞在可）、薬局 

補助ｻｰﾋﾞｽ部門： 
管理、ﾓﾊﾞｲﾙｻｰﾋﾞｽ、ﾒﾝﾃﾅﾝｽｻｰﾋﾞｽ、設備機械 

 
・技術支援（ソフト･コンポーネント） 

内容 期間 
保健教育啓蒙手法 １名／３ヶ月 
機材維持管理手法 １名／３ヶ月 

 

本協力対象事業の全体工程は実施設計を含め、17 ヶ月が必要とされる。また、概算事業費の総

額は 10.93 億円（日本側 10.47 億円、南アフリカ共和国側 0.46 億円）と見積もられる。 

本プロジェクトの実施により、二次医療サービスを提供している地方病院、地区病院においては、

検査･診断･治療といったサービスが充実し､放射線・超音波検査件数、手術件数、入院患者数等が

増加する。CHC の建設およびクリニックへの機材供与により、産科および公衆衛生を基盤とした一

次医療サービスが改善され、同施設での分娩件数、外来患者数の増加が見込まれる。また、ソフト･

コンポーネントによる保健教育啓蒙手法に対する指導は、公衆衛生を基盤とした医療サービスの中

において、地域保健の活性化につながり、学校保健サービスプログラムおよび地域健康増進プログ

ラムの実施件数の増加が見込まれる。さらに、ソフト･コンポーネントによる機材維持管理手法の

指導により、機材インベントリー作成が促進され､DC28 地区の医療機材を効率的かつ継続的に使用

することが可能となる。 

また、本協力対象事業は旧ホームランドに住む貧困層をターゲットにしたものであり､上述の｢保

健･医療部門戦略フレームワーク｣および｢5カ年戦略計画｣の目標達成に寄与するものである｡ 
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